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後
藤
一
美
教
授
定
年
退
職
記
念
号
に
寄
せ
て
（
荒
谷
）
一
後
藤
一
美
教
授
定
年
退
職
記
念
号
に
寄
せ
て
法
学
部
長
　
荒
　
谷
　
裕
　
子
　
後
藤
一
美
先
生
は
、
三
〇
余
年
に
わ
た
り
海
外
経
済
協
力
基
金
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
）
で
発
展
途
上
国
の
経
済
発
展
に
寄
与
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
の
ち
、
一
九
九
九
年
九
月
法
政
大
学
法
学
部
教
授
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
二
〇
一
七
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
法
政
大
学
法
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
ご
専
門
で
あ
る
国
際
援
助
政
策
論
や
、
国
際
協
力
論
を
中
心
に
、
一
七
年
七
ケ
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
学
生
や
院
生
を
熱
心
に
指
導
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
際
開
発
学
会
理
事
・
常
任
理
事
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
研
究
さ
ら
に
は
学
会
等
に
お
い
て
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
　
法
学
部
は
、
従
来
の
法
律
学
科
、
政
治
学
科
に
加
え
て
、「
地
球
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
未
来
志
向
型
の
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
二
〇
〇
五
年
に
国
際
政
治
学
科
を
、
二
〇
〇
六
年
に
は
大
学
院
政
治
学
研
究
科
に
国
際
政
治
学
専
攻
を
新
設
し
ま
し
た
。
後
藤
先
生
は
、
そ
の
企
画
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
等
に
至
る
ま
で
深
く
か
か
わ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
年
間
、
国
際
政
治
学
科
主
任
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
現
在
の
国
際
政
治
学
科
、
大
学
院
政
治
学
研
究
科
国
際
政
治
学
専
攻
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。
国
際
政
治
学
科
で
は
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
試
み
で
あ
り
、
今
で
も
外
部
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
一
年
生
全
員
参
加
型
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｈ
Ｏ
Ｐ
）
や
、
海
外
の
企
業
・
国
際
協
力
関
係
機
関
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
国
際
社
会
の
現
実
に
触
れ
る
実
践
講
座
な
ど
他
大
学
に
は
な
い
特
色
あ
る
科
目
を
数
多
く
設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、
後
藤
先
生
に
は
、
こ
れ
ら
先
端
的
な
科
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
三
号
二
目
の
実
現
に
も
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
法
政
大
学
で
は
、
二
〇
一
四
年
か
ら
「
学
生
が
選
ぶ
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
賞
制
定
当
初
か
ら
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
三
年
間
連
続
し
て
「
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
ほ
か
、
二
〇
一
五
年
度
・
二
〇
一
六
年
度
に
は
二
年
連
続
し
て
「
最
高
票
数
獲
得
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
講
義
は
、
教
壇
で
講
義
を
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、
マ
イ
ク
を
片
手
に
教
室
内
を
歩
き
回
っ
て
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
授
業
を
進
め
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
ま
さ
に
今
わ
れ
わ
れ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
双
方
向
授
業
、
学
生
参
加
型
授
業
の
模
範
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。
大
教
室
で
こ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
継
続
す
る
こ
と
は
経
験
上
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
実
現
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
先
生
の
実
務
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
豊
富
な
学
識
と
魅
力
的
な
話
術
、
温
か
い
お
人
柄
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
　
私
自
身
は
所
属
学
科
、
専
門
が
違
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
先
生
と
研
究
分
野
で
議
論
を
交
わ
す
機
会
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
教
授
会
懇
親
会
な
ど
で
は
、
い
つ
も
豊
富
で
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
会
話
で
場
を
和
ま
せ
て
下
さ
る
と
と
も
に
、
ご
趣
味
の
カ
メ
ラ
を
片
手
に
私
を
は
じ
め
同
僚
の
先
生
方
の
写
真
を
と
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
お
姿
が
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
　
先
生
は
、「
学
生
が
選
ぶ
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
実
施
報
告
」（
法
政
大
学
教
育
開
発
支
援
機
構
）
の
受
賞
感
想
の
中
で
、
退
職
後
の
夢
は
、
卒
業
生
が
『
夢
追
い
人
』
と
し
て
「
日
本
国
内
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
世
界
各
地
で
夢
を
追
う
姿
を
夢
見
る
こ
と
で
す
」
と
語
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
先
生
ご
自
身
も
、
混
沌
と
し
た
世
界
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
今
後
益
々
必
要
と
さ
れ
る
世
界
協
力
の
促
進
に
ご
尽
力
さ
れ
、
世
界
の
中
で
夢
を
追
い
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
か
つ
て
の
同
僚
の
一
人
と
し
て
、
先
生
の
益
々
の
ご
健
勝
と
一
層
の
ご
活
躍
を
念
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。
　
先
生
の
学
内
外
で
の
貢
献
に
対
し
て
、
法
学
部
教
授
会
は
、
二
〇
一
七
年
四
月
、
先
生
を
名
誉
教
授
に
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
大
後
藤
一
美
教
授
定
年
退
職
記
念
号
に
寄
せ
て
（
荒
谷
）
三
学
よ
り
そ
の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
　
本
誌
は
、
後
藤
一
美
先
生
の
偉
大
な
業
績
と
活
躍
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
法
学
部
へ
の
ご
尽
力
に
対
し
て
、
法
学
部
教
授
会
一
同
、
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
込
め
て
先
生
に
捧
げ
る
も
の
で
す
。
